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東
北
最
大
、
全
国

４
位

流
域
面
積

誇

北
上
川
。

下
流

一
関
地
方

、
昔

水
害

常
襲
地
帯

。
狐

禅
寺
付
近

宮
城
県
境

川
幅

狭

区
間

、
大
雨

降

水

。

　

水
害
史

残

惨
劇

起

、
戦
後
間

混
乱

期
。
昭
和

年

台
風

、

年

台
風

日

本
列
島

襲

。
岩
手
県
内

北
上
川

支
川

氾
濫
。
一
関

２
年
続

大
水
害

、
多

人
命

財
産

失

。

　

被
害

受

、
国

北
上
川

治
水

根
本

見
直

。

建
設

一
関
遊
水
地

整
備

、
市
街
地

浸
水

効
果
的

防

。

　

、
治
水
事
業

進

現

代

、
水
害

頻
発

。
川

共

暮

私

、
最
悪

事
態

備。

　

未
曽
有

台
風
被
害

年
。

水
害

備

考

。

【 】 ・

台風 水害 壊滅的 被害

受 大町通 。水 引 後 道路

流木 埋 尽



　

昭
和

年
９
月

日

発
生

台
風

、
小
笠
原

西
方

北
上
。
温
暖
前
線

刺
激

、

日

日

日

本
各
地

大
雨

降

。

　

市
内

最

激

雨

降

日
。

日

日

総
雨
量

厳
美

３
４
９
・
８

㍉

達

。
水
位

上
昇

激

狐
禅
寺
。

日

時

、
最
高
水
位

・

㍍

記
録

。

水
位

超

今

。

　

長
雨

増
水

耐

、
磐
井
川
両
岸

堤
防

決

壊

日
夕
方
。
氾
濫

濁
流

一
関

市
街
地

飲

込

。
山
目

花
川
戸（
現
在

青
葉
一
・
二
丁
目
、
中
央
町
）

中
心

、
１
０
０
人

亡

。
県
内

死
者
１
３
０
人

対

、
一
関

犠
牲
者

最

多

。

。

、

。

　一関地域 、古 洪水
絶 地域 。

原因 、狐禅寺付近 宮城
県境 約 ㌔続 川幅 狭
区間（狭 部） 。
最 狭 所 川幅 、 ㍍

。
　 、上流 比 勾配
緩 、水 流 能力

弱 。狭 部 流
水 、 手前 一関地域
平泉地域 出 洪

水 引 起 。
　北上川 多 支川 流

一関市 、水害
（治水対

策） 、最 大切 目標 一
。

機織山 見 一 関駅。線路 先 水没

五十人町付近。屋根 上 敷

時期 原因 内容

明治 年
月～ 月 台風

北上川流域 大洪水 。
国 直轄事業 始 契
機

昭和 年
月 台風

狐禅寺 水位 歴代最高
・ 。磐井川 氾濫
人 犠牲

昭和 年
月 台風

前年 続 磐井川 再
氾濫。死者・行方不明者
人 大惨事

昭和 年
月

台風 号
一関地域 中心 大
被害。北上川 水位 狐
禅寺 ・

平成 年
月

台風 号
田畑 冠水 北上
川 各地域 被害 発生

平成 年
月

前線＋
台風 号

日間 続 大雨 大規模
浸水被害。北上川 水
位 狐禅寺 ・

【 】

上流 川幅 最大 対 、狭 部 幅 約
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台
風

１
年
後
。

昭
和

年
９
月

日

日

、

台
風

列
島

襲

。

影
響

、
宮
城

県
内
陸

岩
手
県
南
東
部

狭

帯
状

豪
雨
地
帯

発

生
。
市
内

日

時
頃

強
烈

雨

降

続

。
磐
井

川

同
日

時
頃

急
激

増

水
。

時

間

１
時
間

約
２
㍍
水
位

上
昇

。

一
関
観
測
所

総
雨
量
（

日
〜

日
）
４
０
３
・
２
㍉
。
狐
禅
寺

最
高
水
位

・

㍍

記
録

。

　

豪
雨

影
響

、
磐
井
川
流
域

高

５
㍍
以
上

土
砂
崩

７
３
９

所

発
生

。

止

水

土
砂

樹
木

共

押

流

土
石
流

（
山
津
波
）

下
流

一

気

押

寄

、
上

橋

磐
井

。

・
歳　宮前町

　 台風 、下街（現磐井町） 父 勤 製
材所 事務所 、家族 人 暮 。夕方、磐井
川 増水 全員 工場 屋根 上 。
濁流 押 寄 、屋根 流 。途中、家族 水
中 投 出 渦 飲 。私 渦 巻
込 、気付 一関 ㌔下流 宮城県登米市 岩場
。 岩 、一人 明 方 震
過 。 不安 恐怖 忘 。
　私、父、長兄 助 、母 三関 遺体
見 。次兄 人 弟 行方不明 。

川
堤
防

破
壊
。
氾
濫

濁
流

再

市
街
地

急
襲

。

　

台
風

一
関

死
者
・
行
方
不
明
者

４
７
３
人

、
前
年

上

回

。

　

台
風

、
全
国
的

被
害

少

、
一

関
地
方

最

悲
惨

状
況

。

惨
状

「
一
関
全
滅

瀕

」（
河
北
新
報
・
昭
和

年

９
月

日
）
報

。

遺骨 位牌（ ） 持 歩 少女横転 機関車。水流 地面

＊特集 ～ ㌻ 水害写真 各数値 「伝 ！ ・ 台風 年 忘 ！先人達 努力 勇気
・ 台風 年事業報告書」（企画／ ・ 台風 年事業実行委員会） ～ ㌻ 引用

・
歳　三関

　当時 狐禅寺 住 。 台風 厩
舎 水 流 。 台風 、 時頃

磐井川 増水。家 前 川
。私 家族 舟 乗 避難 。

　家 近 、 木 子供
人 発見 、何 陸 上 。濁流 飲
人 、水面 首 出 必死 材木

。㍍以上 大波 見 、救
。「助 」 声 今

耳 残 。

台風 台風

当時 人口 人 人

死者 人 人

行方不明者 ０人 人

災者 人 人

流失家屋 戸 戸

全壊家屋 戸 戸

半壊家屋 戸 戸

床上浸水 戸 戸

床下浸水 戸 戸

田畑 冠水

アイオン台風

カスリン台風

《 》

（数字 日時）

（出典：一関市水害復興誌）
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【 】

＊ 　側帯…堤防 裏側（宅地側） 土砂 積 上 部分。堤防内部 桜 根 入 込 対策 施

一関市

北上市

花巻市

盛岡市

鳴子ダム 花山ダム

栗駒ダム

北上大堰
北上川

岩手県

宮城県
栗駒山△

○本寺

石巻市○

旧北上川

▲諏訪前

▲大泉

▲米谷

▲登米

▲
狐禅寺

▲
大曲橋

▲男山

○田勢

石淵ダム
胆沢ダム

石渕○

湯田ダム

御所ダム

四十四田ダム

二股川

江
　合
　　川

迫
　川

一
　迫
　　川

二
　迫
　　川

三
　迫
　　川

磐
　井
　　川

衣川 　　砂
　鉄
川 　　千

　厩
川

人首川　　胆
　沢
川 ▲

桜木橋　

和
　賀
　　川

田瀬ダム

稗貫川

豊
　沢
　　川

○岳

○遠野

△物見山

△六角牛山

△早池峰山△紫波橋

猿ケ石川

△石神山

○豊沢○貝沢

○川舟

和賀岳△

△姫神山中津川雫石川

△岩手山

松川

橋場○

○葛根田

○御堂

平舘○

丹藤川

　　▲　
明治橋

▲ 主要水位観測所
　 ダム
○ 雨量観測所
　 河川

　

一
関
遊
水
地

、
市
街
地

洪

水

守

本
堤
（

・
８
㌔
）

中
小
洪
水

農
地

守

小

堤
（

・
９
㌔
）

、
第

　

・

台
風

未
曽
有

被
害

受

、
国

北
上
川

治
水

根
本

見

直

。
昭
和

年

「
北
上
川

特
定
地
域
総
合
開
発
計
画
」

策

定
。
四
十
四
田
、
御
所
、
田
瀬
、
湯

田
、
石
淵（
現
在

胆
沢
）
―

５

大

整
備

。

　

、

年

「
一
関
遊
水

地
事
業
」
着
手

。
遊
水
地

、
洪
水
時

河
川

水

一
時
的

土
地

。
平
成

年

、１
５
０
年

一
度

確
率

洪
水

耐

計
画
規
模

拡
大

。
総
事
業
費

２
７
０
０
億
円
。

平
成

年
代

完
成

目
指

一

大

。

１
遊
水
地
（
８
２
０
㌶
）
、
第
２

遊
水
地
（
４
７
０
㌶
）
、
第
３
遊

水
地
（
１
６
０
㌶
）
―

３

遊
水
地

構
成

。

　

遊
水
地

中

、
普
段

農
地

利
用

。
小
規

模

洪
水

、
小
堤

水

田
畑

入

防

。
大
規

模

洪
水

、
遊
水
地
内

水
量

調
節

、
本
堤

市
街

地

守

仕
組

。

　

磐
井
川
堤
防

昭
和

年

築

、
翌

年

、
復
興

願

２
千
本

桜

梅

植

樹

。
市
民

憩

場

磐
井
川
堤
防

、

想
定

洪
水

対

高

幅

不
足

。

、
堤
防
内
部

伸

桜

木

根

腐
食

、
内
部

空
洞

、
安
全
性

問
題

。

　

国

年

堤
防
改
修
事
業

開
始
。
対
象

左
右
岸
６
地
区

、
青
葉
地
区

工
事

本

年
３
月

完
成

。
今
後

対

岸

田
村
地
区

工
事

予
定

。
全
地
区

工
事
完
了

平
成

年
代

見
込

。
堤
防

桜
並
木

工
事

伴

伐
採

、
改
修

堤
防

側
帯

（
＊
１
）

順
次
、
植
樹

行

予
定

。

❸

❶

❷

＊平成 年 月撮影（岩手河川国道事務所提供
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《 》

　一関遊水地 本堤 、平成 年
完成。 年 年 洪水 、市街地 浸
水被害 大幅 減少 考 。
❶ 年 月洪水
浸水面積… ㌶減、浸水戸数… 戸減
❷ 年 月洪水
浸水面積 ㌶減、浸水戸数… 戸減

 

国土交通省東北地方整備局
岩手河川国道事務所一関出張所

prof ile ・
昭和 年生 。 歳。岩手・宮城内陸地震
発災時 、北上川下流河川事務所 復旧 現
場監理 担当。東日本大震災 仙台河川国
道事務所 復旧事業 携 。本年 月、現職
着任。当地域 北上川治水 取 担

一関市北上川治水
地権者会会長　

晄僖
磐井川堤防改修促進協議会
会長／一関商工会議所会頭

　私 ・ 台風 水害 経験
。 頃 国全体 貧 、復興
遅 。市街地 無 、

何年 覚 。
　磐井川堤防 、 ・ 台風後 昭
和 年 作 古 。「 堤」 呼

堤防断面 小 構造 。高
幅 、現在 想定 洪水 不足
。東日本大震災 、無数 亀裂 入 。
　最近 豪雨 、昔 想像

災害 増 。災害
来 分 。早 頑丈 堤防 作
、市民 安全 確保 。

　地権者 一人 父 当初、遊水地 計画
反対 。理由 地域経済 守
。当初 周囲堤 築堤予定 、
中小洪水 起 広大 農地 犠牲
。協議 進 中 、小堤 土地 保
護 、事業 協力

。
　大規模 洪水 、私 農地 育
作物 犠牲 。 市街
地 住 人 財産 守 、私 覚悟

思 。
　事業 協力 、遊水地
、一関 守 思 強 。

profile ・
昭和 年生 。 歳。父・彌左
衛門 継 、北上川治水地権
者会 加入。同会副会長 経 、平
成 年、会長 就任。地域 農家
生活 守 精力的 活動

profile ・
昭和 年生 。 歳。昨年
同協議会 会長 務 。磐井川
堤防 早期改修 、水害時
安全確保 、 東北本線磐
井川橋梁 架 替 訴

　一関遊水地 、 大 並
北上川 水害対策 柱。小堤

年 一度 確率 洪水
、本堤 年 一度 確
率 洪水 想定 計画

。
　遊水地 機能 ①洪水 調
節②市街地 水害 防 ③
遊水地内 土地 利用 ―

。地域 理解 協力

成 立 事業 。皆
「地域 守 」

思 事業 反映
。

　現在 小堤 関連 水門
建設中。同時 、磐井川堤

防 改修 完成 施設 維持
管理 行 。全
事業 完成 平成 年代

予定 。

浸水面積（㌶）

本
堤

浸水戸数（戸）

本
堤

本
堤

本
堤

本
堤

本
堤

本
堤

本
堤

＊本堤 数値 推定値
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平
成

年
６
月

日
８
時

分

頃
、
岩
手
県
内
陸
南
部

震
源

７
・
２

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震

発
生

。
奥
州
市

宮
城
県
栗
原
市

最
大
震
度
６
強
、
一
関
市

震

度
５
強

観
測

。
厳
美
町

市
野
々
原
地
区

産
女
川
地
区

崩

起

、
磐
井
川

流
域

５

所

河
道
閉
塞
（
＊

１
）
発
生

。

　

、

台
風

豪
雨

、
磐
井
川
流
域

７
３
９

所

河
道
閉
塞

発
生
。

止

土
砂

樹
木

土
石
流

磐
井
川

流
下

、
市
街
地

破
壊

。
悪
夢

繰

返

、一

刻

早

対
応

必
要

。
　

岩
手
河
川
国
道
事
務
所

市

野
々
原
地
区

排
水

設

置

仮
排
水
路

掘
削

緊

急
対
策

実
施
。
産
女
川
地
区

下
流

砂
防
堰
堤

土
砂

排

除

工
事（
除
石
工
）
行

。

　

国

迅
速

対
応

、
市
街
地

迫

土
石
流

危
機

寸
前

回
避

。

　

近
年
、
本
市

見
舞

大

水
害

▼
平
成

年
７
月

台
風
６
号

洪
水
▼

年
９

月

秋
雨
前
線

大
雨
▼

年
７
月

集
中
豪
雨
―

。
特

年

洪
水

、
東

山
地
域

砂
鉄
川

猿
沢
川

氾
濫

、
災
害
救
助
法

適
用

被
害

受

。
花

泉
、
大
東
、
千
厩
、
川
崎
、
藤
沢
―

各
地
域

浸
水
被
害

土
砂

災
害

発
生
。
Ｊ
Ｒ
大
船
渡
線

長
期
運
休

追

込

。

　

昨
年
８
月
、
観
測
史
上
初

太
平
洋
側

東
北
地
方

上
陸

台
風

号

、
岩
泉
町

久

慈
市

甚
大

被
害

与

。

台
風

進
路

少

変

、
本
市

深
刻

影
響

出

可
能
性

。

　

治
水
対
策

進

現
代

、

水
害

頻
発

。
地
震

別

災
害

危
機

引

金

場
合

。
自
然

脅
威

前

、
最
新

遊
水

地

万
全

。

川

共

暮

私

、
最

悪

事
態

備

必
要

。

＊ 　河道閉塞…地 崩 、土砂 川 水 流 止 。「天然 」「土砂 」 言

【 】

砂鉄川 氾濫 大規模 冠水（東山町長坂地区）

増水 砂鉄川（大東町大原地区）

損壊 道路（大東町摺沢地区）
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・

地震発生直後 厳美町市野々原地区。 崩 大量
土砂 樹木 磐井川 止
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北上川学習交流
館「 」
事務局長

　 、自分 自分
身 守 。

確認 、自分 住
土地 浸水 、水

害 起 逃 決
。

　正 判断 、天気
川 最新情報 重要。 、

手段 情報 集 。

《 》

　
「

、
自
分

自
分

身

守

」

　

北
上
川
学
習
交
流
館
「

」

齋
藤
一
公
事
務
局
長

（

）

言

切

。「
住

目

通

、
自
分

住

土
地

浸
水

確
認

」

訴

。
最
新
情
報

入
手

非
常
時

役

立

。

　

川
内
自
主
防
災
会

伊
東
俊

一
会
長（

）
「
高
齢
者
世
帯

多

地
域

助

合

必
要
」

話

、「
日
頃

声

掛

合

、
住
民
同
士

信
頼

感

生

」

地
域

重
要
性

強
調

。

　

災
害

大
規
模

、
行
政

救
助

支
援

（
公
助
）

届

。
特

水

害

発
生
時

、
避
難

遅

命

危
険

。
自

的
確

判
断

自
分

守

「
自
助
」

、
家
族

地

域

住
民
同
士

助

合

「
共

助
」

、
多

命

守

。

川内自主防災会
会長
（大東町大原）

　平成 年 月、地区 一部 県
砂鉄川 浸水想定区域 指定
。昨年 台風 号 増水
、以前 訓練 経験

生 、川内住民 一丸 土
袋 川沿 積 上 。

　高齢者世帯 多 川内 地
域 助 合 必要。「災害時緊急
見廻隊」 組織 、普段 声 掛
合 。日頃 交流 、住
民同士 信頼感 生 。

　

水
害

身

守

、
必
要

情
報

、

早

手

入

大
切

。
最
新
情

報

知

４

手
段

。
災

害

起

前

、

方
法

情
報

入
手

。

1 ・

2 

3 （ ）

災害 発生 高 場合 市 発信 避難情報。
緊急度 名称 行動 変 。非常時 備 確認 。

…高齢者 人 体 不自由 人 、避難 時間 人 避難
始 。 以外 人 避難 準備 行 。

…災害 被害発生 。対象地区 全 人 避難
。避難場所 行 難 場合 、屋内 高 場所 避難 。

…非常 危険 状況。対象地区 全 人 緊急 避難 。避難場
所 行 難 場合 、屋内 高 場所 緊急 避難 。

緊
急
度

❶ FM あすも専用ラジオ

　普段 身近 地域情報 発
信 、災害時 臨時番組 関
連情報 伝 。避難勧告
人命 緊急 情報

、専用 自動起動 発信 。
周波数 「 」。

❷防災行政無線

　市内 基 防災行政
無線（屋外 ） 、
緊急情報 行政情報 市内全
域 地域 放送 。

放送 内容 、無料
（ ・ ・ ） 確認 。

❸いわて防災情報ポータル

　県内 発令中 気象注
意報・警報 避難情報
確認 。川 水位
雨量 観測 「岩手

県河川情報 」 集 。
「 」。

❹北上川の洪水情報メール

　携帯電話各社 「緊急
速報 」 北上川
河川氾濫

「氾濫危険水位」 超 情報 氾濫
発生 情報 配信 。登録 不
要。該当 自動 届 。

9 I-Style
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岩
手
町

北
上
川
御
堂
観
音
堂

裏
手

「
弓
弭

泉
」
、

北
上
川

源
泉

。

小

泉

湧

出

滴

、

大

流

、
私

生
活

潤

。

一
方

、台
風

豪
雨

増
水

川

大

被
害

。

　

台
風

洪
水

㌔
下
流

宮
城
県
登
米
市

流

、
九
死

一
生

得

千
葉

貞
子

（

）
、

場

自

語

継

。「
誰

役

立

、

体
験

限

伝

」

前

見

据

。

　

水
害

犠
牲

被
害

無

駄

。
過
去

何

学

重
要

。

　

狐
禅
寺

北
上
川
学
習
交
流
館

４
月

日

６
月

日

行

「

・

台
風

展
」

期
間

中
、
多

見
学
者

訪

。

東
山
小
４
年

伊
藤
菜
々
香

「
川

恐

実
感

。

【 】
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水

逃

、
家
族

話

合

」

水
害

対

思

新

。

　

・

台
風

惨
禍

年
。
２
０
１
７
年

、
水
害

記
憶

触

節
目

年

。
過
去

胸

刻

込

、
未
来

糧

。

　

梅
雨

迎

、
台
風

季
節

。
私

備

十
分

。

穏 表情 北上川（平成 年 月 日
時撮影・北上大橋付近）

・ Memorial Ivent 
。

月下旬、水難物故者 供養 磐井川 流灯会（
）／ 市内各地 設置 洪水水位 標識板／

北上川学習交流館 行 展 水害 学 東山小
児童／ ・ 台風 犠牲者 弔 建立
磐井川聖観音像／ 一関夏 、大水害 復興

願 、昭和 年 復活 一関七夕 起源／ 夏 夜
空 彩 夏 花火大会。水害犠牲者 鎮魂 祈

　降雨装置 豪雨体験、非常食 試食、消
防車 重機 乗車― 体験 。
◆日時… 月 日㊐ ～ 　

◆場所…磐井川河川緑地公園

問消防本部消防課☎㉕

　急増 「 豪雨」 仕組 身 守
解説。費用 無料 。

◆日時… 月 日㊍～ 月 日㊌ ～
　 ㊊（㊊ ㊗ ）

◆場所…北上川学習交流館「 」

問北上川学習交流館☎㉖

　千葉貞子 水害体験 描 紙芝居
「生 」 月 日㊏

公開 。
◆ …

問北上川学習交流館☎㉖

1

2

4

5

6

3
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